
佐
賀
女
子
高
合
唱
部
は
、
一
昨
年

の
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
で
最
高

賞
に
あ
た
る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞

し
日
本
一
に
輝
い
た
団
体
で
す
。
演
奏

曲
目
は
未
定
で
す
が
、
樋
口
先
生
の
指

導
の
も
と
、
毎
年
質
の
高
い
演
奏
を
続

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
佐
賀
女
子
高
合
唱

部
OB
「
ソ
レ
イ
ユ
」
も
参
加
予
定
。

「
ソ
レ
イ
ユ
」
や
「
も
ど
き
」
な
ど
佐

賀
県
内
の
合
唱
団
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は

全
国
的
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

「
ソ
レ
イ
ユ
」
の
演
奏
お
楽
し
み
に
。

佐
賀
市

民
に
親
し

ま
れ
て
い

る
佐
賀
市

民
吹
奏
楽

団
の
演
奏

が
ア
リ
ー
ナ
会

場
に
響
き
わ
た
り
ま
す
。
曲
目
は
ま
だ

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
「
ぞ
う
れ
っ

し
ゃ
が
や
っ
て
き
た
」
の
伴
奏
も
企
画

さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ

が
走
る
の
か
、
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。

團
伊
玖
磨
作
曲
の
「
筑
後
川
」
演
奏

に
つ
い
て
は
す
で
に
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
し
た
が
、
曲
目
が
決
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
組
曲
は
全
部
で
５
曲
か
ら
な
り

ま
す
が
、
そ
の
中
か
ら
「
み
な
か
み
」

「
川
の
祭
り
」
「
河
口
」
の
三
曲
を
取

り
上
げ
ま
す
。

県
内
は
も
と
よ
り
九
州
や
全
国
の
仲

間
が
一
緒
に
歌
い
、
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー

ジ
を
作
り
上
げ
ま
す
。

「
日
本
の
う
た
ご
え
合
唱
団
」
の
曲

目
も
決
ま
り
ま
し
た
。
外
山
雄
三
作
品

か
ら
「
墓
標
」
「
ヒ
ロ
シ
マ
と
い
う
と

き
」
、
安
広
真
理
作
品
か
ら
「
一
つ
の

ピ
ー
ス
」
を
演
奏
す
る
予
定
で
す
。
ど

う
ぞ
お
楽
し
み
に
。

佐
賀
ア
リ
ー
ナ
で
の
企
画
も
決
ま
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。

前
回
の
案
内
で
は
佐
賀
市
民
文
化
会

館
で
歌
う
よ
う
に
な
っ
て
い
た
「
荒
木

栄
」
を
ア
リ
ー
ナ
の
舞
台
で
、
そ
れ
も

大
合
唱
で
歌
う
こ
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

曲
目
は
「
地
底
の
歌
」
「
わ
が
母
の

う
た
」
「
こ
こ
ろ
は
い
つ
も
夜
明
け
だ
」

の
三
曲
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
！

「
手
の
ひ
ら
を
太
陽
に
」
「
上
を
向
い

て
歩
こ
う
」
な
ど
、
慣
れ
親
し
ん
だ
曲

を
会
場
の
皆
様
と
と
も
に
歌
い
交
わ
し

ま
し
ょ
う
。

そ
の
他
、
地
元
佐
賀
の
合
唱
団
に
よ

る
「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
や
佐
賀
の
三

大
運
動
に
ち
な
ん
だ
「
宝
の
海
よ
」
、

未
来
を
拓
く
青
年
の
ス
テ
ー
ジ
な
ど
は

前
号
で
知
ら
せ
し
た
と
お
り
で
す
。
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今後の予定
・ 2/ 3(土) 宣伝広報委員会

・ 2/ 6(火)事務局会議

・ 2/ 8(木)組織委員会

・ 2/10(土)運営委員会

・ 2/13(火)うた新拡大委員会

・ 2/18(日)事業委員会
・ 2/23(金)日うた協全国総会

2024日本のうたごえ祭典in 佐賀実行委員会

第 ３号

畑
山
実
行
委
員
長
の
挨
拶

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
新
年

早
々
、
能
登
を
中
心
に
震
災
に
襲
わ

れ
、
被
災
で
苦
し
む
人
た
ち
の
こ
と

を
思
う
と
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
と
い
う
言
葉
も
控
え
て
し
ま
う
正

月
で
し
た
。
ま
た
、
昨
年
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
や
ガ
ザ
で
戦
闘
が
繰
り
広
げ
ら

れ
、
死
の
恐

怖
に
怯
え

な
が
ら
市

民
と
兵
士

は
新
し
い
年
を
迎
え
て
い
ま
す
。

若
い
頃
に
聴
い
た
歌
の
歌
詞
に

「
今
は
も
う
誰
か
の
コ
ン
チ
ェ
ル
ト

な
ど
を
聴
い
て
い
る
時
で
は
な
い
、

走
り
よ
っ
て
抱
き
上
げ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
傷
つ
い
た
人
で
世
界
は
溢

れ
て
い
る
」
と
言
う
フ
レ
ー
ズ
が
あ

り
ま
し
た
。
で
も
、
ど
ん
な
状
況
に

置
か
れ
て
も
、
人
間
に
は
歌
も
コ
ン

チ
ェ
ル
ト
も
必
要
で
す
。
被
災
地
や

戦
地
の
人
々
に
と
っ
て
も
。

そ
れ
は
私
た
ち
に
と
っ
て
も
同
じ
で

す
。
多
く
の
苦
し
む
人
た
ち
の
こ
と

を
思
い
、
平
和
を
願
い
、
世
の
理
不

尽
な
こ
と
に
怒
り
、
ま
た
、
住
み
慣

れ
た
美
し
い
故
郷
に
生
き
る
こ
と
を

喜
び
、
今
年
も
私
た
ち
は
歌
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
今
年
は
特
別
な
一
年
で

も
あ
り
ま
す
。
11
月
に
は
、
佐
賀
で

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
が
開
催
さ
れ

ま
す
。
名
誉
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
す

が
、
大
変
な
準
備
作
業
に
な
る
で
し
ょ

う
。
で
も
、
み
ん
な
で
力
合
わ
せ
れ

ば
、
き
っ
と
、
大
丈
夫
で
す
よ
。

11
月
に
は
、
被
災
地
や
戦
地
の
人
々

の
こ
と
も
思
い
な
が
ら
、
佐
賀
の
地

か
ら
う
た
ご
え
を
響
か
せ
ま
し
ょ
う
。

新
た
に
加
わ
っ
た
企
画
案

特
別
音
楽
会

佐
賀
女
子
高
合
唱
部
の
出
演
決
定

！

筑
後
川
の
曲
目
決
ま
る

日
本
の
う
た
ご
え
合
唱
団

大
音
楽
会
（
ア
リ
ー
ナ
）

荒
木
栄
を
う
た
う

佐
賀
市
民
吹
奏
楽
団
も
出
演

会
場
の
皆
様
と
と
も
に

(佐賀女子高合唱部)

(ソレイユ)

(佐賀市民吹奏楽団)

(佐賀アリーナ外観)



2
号
に
続
き
佐
賀
ゆ
か
り
の
若
手

音
楽
家
２
人
の
紹
介
を
を
し
ま
す
。

K
O
S
E
I
さ
ん

佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
町
出
身
で
す
。
国

立
音
楽
大
学
大
学
院
を
首
席
で
修
了
さ

れ
。
修
了
時
に
最
優
秀
賞
並
び
に
ク
ロ

イ
ツ
ア
ー
賞
を
受
賞
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
は
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の
演
奏
は
も

と
よ
り
作
編
曲
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
サ
ポ
ー

ト
や
楽
曲
提
供
、
CM
楽
曲
制
作
・
出

演
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
音
楽
活
動
を
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
８
年
よ
りK

O
S
E
I

と
し
て
本

格
的
に
ソ
ロ
活
動
を
開
始
さ
れ
、
ピ
ア

ノ
兼
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
と
い
う
独
自
の
ス

タ
イ
ル
を
確
立
し
ミ
ニ
ア
ル
バ
ム
「
K」

を
リ
リ
ー
ス
、
ソ
ロ
ラ
イ
ブ
を
敢
行
。

大
坪
俊
樹
さ
ん

佐
賀
県
吉
野
ヶ
里
出
身
で
す
。
16

歳
よ
り
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
を
始
め
、
武
蔵

野
音
楽
大
学
器
楽
科
を
首
席
で
卒
業
。

そ
の
後
東
京
藝
術
大
学
修
士
課
程
を
修

了
。
『
歌
う
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
奏
者
』
と

し
て
全
国
的
に
演
奏
活
動
を
行
っ
て
お

ら
れ
ま
す
。
日
本
で
開
催
さ
れ
た
国
際

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
第
１
位
。
近
年
で
は

布
施
明
や
小
曽
根
真
氏
ら
と
共
演
。
ま

た
『n

e
w
s

z
e
r
o

』
『
ざ
わ
つ
く
金

曜
日
』
『
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽
館
』

『
N
H
K
の
ど
自
慢
』
等
、
各
地
上

波
メ
デ
ィ
ア
や
ラ
ジ
オ
番
組
へ
の
露
出

多
数
。
東
京
J
I
C
A

S
D
G

s
吹
奏
楽
団
に
も
所
属
。

二
人
は
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と
ピ
ア
ノ
の

デ
ュ
オ
ユ
ニ
ッ
ト
と
し
て
佐
賀
で
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
毎
年
開
催
し
て
お
ら
れ
ま

す
。

今
号
で
は
、
事
業
、
組
織
、
企
画
委
員
会
か
ら

進
捗
状
況
を
報
告
し
て
も
ら
い
ま
す
。

「
今
年
の
事
業
部
は
二
刀
流
!!
」

2
0
2
3
年
は
、
九
州
う
た
ご
え
祭

典
（
7
月
熊
本
）
を
皮
切
り
に
北
海
道
や

佐
賀
で
物
品
販
売
を
行
い
、
６
カ
月
間
で

約
18
万
円
の
収
益
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
２
０
２
４
年
は
、
全
国
を
対
象

に
W
e
b
と
対
面
の
二
刀
流
で
販
売
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

S
A
G
A
ア
リ
ー
ナ
で
う
た
う
夢
実
現

の
下
支
え
と
な
る
事
業
部
活
動
。
常
に
新

し
い
商
材
が
な
い
か
と
ア
イ
デ
ア
を
交
流

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
「
祭
典
T
シ
ャ

ツ
」
「
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
」
「
革
製
品
」
、

お
土
産
に
な
る
食
べ
物
も
充
実
さ
せ
よ
う

と
「
小
城
よ
う
か
ん
」
「
佐
賀
海
苔
」

「
う
れ
し
の
茶
」
「
九
条
せ
ん
べ
い
」
に

加
え
て
、
現
在
佐
賀
銘
菓
を
吟
味
中
で
す
。

組
織
委
員
会(

1
/
2
1)

か
ら

う
た
ご
え
祭
典
の
成
功
は
「
人
・
金
・

う
た
ご
え
」
の
力
の
組
織
結
集
に
か
か
っ

て
い
ま
す

。
1
0
0
人
目
標
の
呼
び
掛
け
人
は
85

人
達
成
で
す
。
各
地
域
実
行
委
員
会
で

「
地
域
呼
び
か
け
人
」
を
増
や
し
活
動
に

協
力
し
て
も
ら
い
ま
す
。
賛
同
金
は
2
月

24
日
全
国
実
行
委
員
会
ま
で
に
二
百
万
円

目
標
で
す
。
1
/
21
現
在
、
動
い
て
い

る
合
唱
団
員
は
23
人(

協
議
会
員
51
人)

合
計
百
二
十
一
万
三
千
円
で
、
ま
だ
ま
だ

全
体
の
取
り
組
み
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。

各
合
唱
団
話
し
合
い
励
ま
し
合
い
、
ま
ず

全
員
が
一
歩
踏
み
出
し
1
口
を
や
り
遂
げ

る
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。
2
〜
3
月
は
合

同
合
唱
団
募
集
で
す
。
演
目
の
魅
力
を
分

か
り
や
す
く
チ
ラ
シ
に
、
地
域
の
合
唱
団

や
演
奏
会
・
公
共
施
設
な
ど
へ
の
宣
伝
活

動
で
、
7
0
0
人
の
歌
い
手
実
現
に
!!

地
域
実
行
委
員
会
や
九
州
全
国
の
情
報
や

活
動
を
交
流
し
学
び
合
い
、
合
唱
の
練
習

も
組
み
入
れ
な
が
ら
楽
し
く
地
道
に
「
3

つ
」
の
組
織
拡
大
で
す
。

11
月
29
日
、
30
日
と
音
楽
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
回
は
30
日
の
ア
リ
ー

ナ
で
の
大
音
楽
会
の
お
知
ら
せ
で
す
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
全
国
と
佐
賀
の
太
鼓

の
饗
宴
で
す
。
勇
壮
な
太
鼓
の
あ
と
は

「
ふ
る
さ
と
の
四
季
」
の
四
部
合
唱
。

ス
ク
リ
ー
ン
に
映
し
出
さ
れ
る
佐
賀
の

景
色
と
歌
声
に
な
ご
ん
で
い
る
と
、
後

方
か
ら
佐
賀
市
民
吹
奏
楽
団
の
演
奏
が

聴
こ
え
て
き
ま
す
。
続
い
て
市
吹
の
伴

奏
に
よ
る
「
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
」
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
声
で
ぞ
う
れ
っ
し
ゃ
の

出
発
で
す
。
一
呼
吸
お
い
て
「
佐
賀
に

わ
か
」
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
後
は
第

2
部
へ
と
移
り
ま
す
。
「
女
声
合
唱
」

「
荒
木
栄
を
う
た
う
」
「
九
州
オ
ー
ル

バ
ン
ド
で
の
シ
ン
グ
ア
ウ
ト
」
「
空
を

海
を
い
の
ち
を
」
「
リ
パ
ブ
リ
ッ
ク
讃

歌
」
「
保
育
の
ス
テ
ー
ジ
」
「
若
者
の

う
た
ご
え
」
と
続
き
フ
ィ
ナ
ー
レ
は

「
翼
を
く
だ
さ
い
」
を
会
場
の
皆
様
と

歌
い
ま
す
。

〜
お
楽
し
み
に
〜
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一
月
十
八
午
後
か
ら
十
九
日
午
前
に
か
け

て
、
実
行
委
員
会
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
民
主
的
な
運
動
団
体
等
へ
田
中
嘉

治
会
長
が
訪
問
し
ま
し
た
。
（
松
田
さ
え

子
運
営
委
員
長
、
諸
石
信
義
運
営
委
員
が

同
行
）

訪
問
し
た
団
体
は
、
佐
賀
県
高
教
組
、
唐

津
・
東
松
浦
地
区
労
（
佐
教
組
唐
津
支
部
、

唐
津
市
労
連
、
唐
津
市
社
協
助
成
会
、
自

治
労
連
佐
賀
事
務
所
）
、
新
婦
人
佐
賀
県

本
部
、
佐
賀
県
労
連
（
佐
賀
県
医
労
連
）
、

佐
教
組
三
神
支
部
、
日
本
共
産
党
佐
賀
県

委
員
会
他
西
部
と
北
部
地
区
委
員
会
。
以

上9

ケ
所
の
訪
問
で
⒔
団
体
へ
ご
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

※
（
）
内
は
訪
問
先
で
一
緒
に
対
応
し
て

い
た
だ
い
た
団
体

ど
の
団
体
で
も
、S

A
G
A

ア
リ
ー
ナ
で
開

催
す
る
事
に
関
心
を
持
た
れ
て
お
り
、
協

力
を
し
た
い
と
返
事
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

唐
津
市
社
協
助
成
会
（
保
育
士
の
労
働
組

合
）
さ
ん
は
、
「
50
人
で
も
1
人
で
も
出

演
で
き
ま
す
」
と
応
え
て
も
ら
う
な
ど
、

自
ら
の
要
求
実
現

と
重
ね
て
取
り
組

み
を
重
視
さ
れ
て

い
る
所
も
あ
り
、

大
き
な
手
ご
た
え

を
実
感
し
ま
し
た
。

佐
賀
ゆ
か
り
の
若
い
音
楽
家

日
本
の
う
た
ご
え
祭
典
団
体
へ

田
中
会
長
が
あ
い
さ
つ
ま
わ
り

（２）

各
委
員
会
報
告

事
業
委
員
会

組
織
委
員
会

企
画
委
員
会

自治労連と田中会長


